
ハイリスクの方だ
けでなくすべての
被保険者から募集

参加者募集、 脱落防止
に向け連携協力

④行動変容

⑤確認方法 ◆令和4年11月～令和5年1月の3か月間と令和5年11月～令和6年1月の3ヶ月間の血圧数値を比較
◆分析・解析・評価➡集団の血圧が5％未満の有意差をもって低下しているか否かで判断

「脳卒中発症予測プログラム」の
開発者で同プログラムは

「知れば防げる脳卒中」で公開中
http//www.epid.jp

令和４年度高齢者医療運営円滑化等補助金における「成果連動型民間委託契約方式保健事業
不動テトラ健康保険組合

【事業名】 「脳卒中発症予測プログラム」を活用した集団の血圧低下事業

＜事業概要(１)＞
鈴木一夫医師

① 上腕式自動血圧計・デジタル式
体重計の配布（希望者のみ）

② 血圧・体重の計測記録を報告

③ 脳卒中発症予測プログラムを
活用した指導書を個々の参加
者に提供（1ヶ月に1回）

〇当プログラムを活用して、
行動変容に繋げるための
指導書を作成

〇禁煙の効果、体重減の効果
等行動変容の目標を指導

健康保険組合
事業主
委託業者

参加者
（集団）

課題の解消
被保険者の特定健診受診率は高いものの、特定保健指導の利用率は低く、
健診結果、指導の機会を活用しきれず、行動変容を実現できていない
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＜事業概要(２)＞

事業実施の際の留意事項及び判断指標
事業内容 留意事項・判断基準

１，参加者募集をハイリスク者だけで
なく、全被保険者から募る理由

・「脳卒中」は正常血圧者からも発症するので、健康診断などの予防対策に加え、
参加者（集団）全体の血圧を下げる対策が必要であると考えるため。

２，参加者募集時の広報の工夫 ・日本人の危険因子別の関連死亡者数を示し、その第1位が「喫煙」、第2位が
「高血圧」であること、すなわち早死には上記の要因が大きいことを知っても
らい、健康長寿を実現するために本事業への参加を促す。

３，血圧低下の比較を、令和４年と令和
５年の同時期（11月～3月の3か月）
にした理由

・血圧は寒い季節になると高くなるといわれている。
・令和４年と5年の同時期を比較することにより、季節調整をしない正確な成果を
確認するため。

４，成果指標１ ・参加者の測定・記録の完走率で「成果１」を判断する。
（完走率50％未満の場合は「成果」無しと判断する）

５，成果指標２ ・1年後の参加者集団の血圧数値が５％未満の有意差をもって、低下したか否かで
「成果２」を判断する。

６，インセンティブ ・参加者個人の事業開始時（令和４年11月）の血圧と事業終了時（令和6年1月）
の血圧を比較して、成績優秀者を表彰する。
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